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は
じ
め
に

令
和
4
年
度
全
国
保
健
所
長
会
研
修

会
は
、
5
年
1
月
25
日（
水
）に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
保
健
所
の
職
場
環
境
を
整
え
る

（「
働
く
」を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
）」を
全

体
テ
ーマ
に
掲
げ
、
３
年
連
続
1
日
の
み
の

日
程
で
、
Ｚｏｏｍ
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

内
田
勝
彦
会
長
お
よ
び
佐
々
木
孝
治

厚
生
労
働
省
健
康
局
健
康
課
長
か
ら
の

あ
い
さ
つに
続
き
、「
働
き
が
い
と
働
き
や
す

さ
を
、
組
織
と
自
分
で
作
る
、
見
出
す
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
座
長
：
白
井
千
香
副
会
長
、
藤
井
史

敏
副
常
務
理
事
）。
研
修
会
資
料
は
全
国

保
健
所
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.phcd.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

研
修
会
の
冒
頭
、
白
井
座
長
は「
管
理

職
自
ら
も
心
身
の
レ
ジ
リ
エン
ス
、
し
な
や

か
に
立
ち
直
る
こ
と
が
必
要
で
、
職
員
と

し
た
。
さ
ら
に
日
頃
か
ら
市
町
村
と
連
携

し
、
保
健
所
長
を
補
佐
す
る
保
健
師
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
加
え
て
春
山
早
苗
先

生（
自
治
医
大
教
授
）の
研
究
班
の
保
健
所

長
の
役
割
の
調
査
で
は
第
7
波
の
際
、「
ど

の
職
種
と
役
割
分
担
を
し
た
か
」の
質
問
で
、

「
他
の
技
術
職
や
事
務
職
と
連
携
し
て
業

務
を
遂
行
」「
保
健
所
長
の
ま
ま
」の
回
答

が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
保

健
所
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
に
つい
て

は
、
専
門
職
・
事
務
職
に
権
限
移
譲
等
を

行
い
、
危
機
管
理
の
参
謀
育
成
が
重
要
で
、

保
健
所
長
と
保
健
師
長
の
信
頼
関
係
の
下

で
の
体
制
整
備
が
大
切
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。「
感
染
症
法
」の
改
正
で
、
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ

を
法
制
化
し
、
有
事
に
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
を
指

定
で
き
る
よ
う
に
保
健
所
が
主
体
的
に
育

成
等
を
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

保
健
所
の
職
場
環
境
を
整
え
る
方
策
、

心
理
的
安
全
性
の
高
い
職
場
を
つ
く
る

講
師
を
務
め
た
立
石
清
一
郎
先
生（
産

仕
事
を
続
け
て
い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
探
し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

藤
井
座
長
は「
仕
事
への
満
足
度
、
公
私

と
も
に
や
り
が
い
が
必
要
と
思
い
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
学
び
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
感
染
症
法
」等
を
踏
ま
え
た

保
健
所
体
制
強
化
に
つ
い
て

講
師
を
務
め
た
五
十
嵐
久
美
子
先
生

（
厚
生
労
働
省
健
康
局
健
康
課
保
健
指

導
室
室
長
）は
、「
感
染
症
法
」の
改
正
に
よ

り
保
健
所
機
能
強
化
が
議
論
中
で
あ
り
、

感
染
症
予
防
計
画
や
健
康
危
機
対
処
計

画
の
作
成
、
連
携
協
議
会
の
設
置
も
必
要

で
、
感
染
症
予
防
計
画
策
定
に
保
健
所

も
参
画
す
る
よ
う
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
4
年
5
月
1
日
時
点
の「
保
健

師
活
動
領
域
調
査
」結
果
か
ら
、
統
括
保

健
師
の
配
置
は
保
健
所
設
置
市
で
8
割

を
超
え
、
特
別
区
で
7
割
、
市
町
村
で
6

割
、中
に
は
市
町
村
で
１
０
０
％
配
置
さ
れ

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

業
医
科
大
学
産
業
生
態
科
学
研
究
所
災

害
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
教
授
）は
、
心
理
的

安
全
性
に
つい
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
心
理
的
安
全
性
の
誤
用
と
し
て
、

心
理
的
安
全
性
を
目
的
と
し
て
い
る
あ
る

会
社
で
、
無
限
の
快
適
性
の
要
求
、
生
産

性
度
外
視
、
役
割
の
無
効
化
、
疾
病
利

得
に
よ
り
、
管
理
職
の
ス
ト
レ
ス
に
なっ
た

と
い
う
例
を
挙
げ
、
伊
藤
忠
商
事
株
式

会
社
の
代
表
取
締
役
小
林
文
彦
氏
の「
厳

し
く
も
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
」と
い
う

言
葉
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
心
理

的
・
精
神
的
負
荷
の
調
査
で
は
１
６
０
０

人
の
回
答
が
あ
り
、
分
析
途
中
の
デ
ー
タ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
時

間
以
上
の
勤
務
で
脳
・
心
臓
疾
患
の
発
症

が
増
加
す
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
が
３

年
９
月
14
日
に
改
正
さ
れ
、
１
０
０
時
間

を
超
え
る
と
労
災
認
定
さ
れ
る
こ
と
、
一

般
企
業
で
過
労
死
が
起
こ
る
と
社
長
の
問

題
と
な
り
、
公
務
員
の
場
合
は
責
任
を
持

つ
部
署
が
別
途
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
認
定
は
県
庁
・
国
レベ

ル
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
過
労
死
等
の
防

止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱（
３
年
７

月
30
日
）に
は
公
務
員
対
応
に
関
す
る
記

載
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
産
業
保
健
外
部
支
援
チ
ー
ム
Ｄ
︱

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｔ（D

isaster O
ccupational 

H
ealth A

ssistant T
eam

）を
紹
介
し
、

講
演
の
ま
と
め
と
し
て
、
心
理
的
安
全
性

の
高
い
職
場
は
、
生
産
性
向
上
を
背
景
と

し
た
自
由
な
発
言
が
で
き
る
環
境
で
あ

り
、
導
入
の
際
は
、
前
提
条
件
に
留
意
す

る
こ
と
、
上
司
の
支
援
的
な
態
度
は
生
産

性
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
、
多
様
な
考
え

方
が
あ
る
の
で
全
員
参
加
を
求
め
る
こ
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
、

も
と
も
と
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

で
あった
労
働
安
全
衛
生

基
盤
が
崩
壊
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

ま
ず
は
、
安
全
欲
求
を
満
た
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

働
き
が
い
を
持
て
、
働
き
や
す
い
職

場
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ー
非
言
語
情
報
の
大
切
さ
ー

講
師
の
本
間
季
里
先
生（
オ
フ
ィ
ス

Esteem

医
師
）は
、
精
神
科
医
ア
ド
ラ
ー

に
よ
る
と
、
人
の
悩
み
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
は

人
間
関
係
で
、
脳
の
60
％
は
人
間
関
係
、

40
％
は「
仕
事（
25
％
）」と「
家
族
・
趣
味

（
15
％
）」で
占
め
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

人
間
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
で
幸
福
度

が
上
が
り
、
生
産
性
１
３
１
％
、
営
業
成

績
１
３
７
％
、
創
造
性
３
０
０
％
、
正
確
性

１
１
９
％
向
上
す
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
目
的
は
、
今
の
人

間
関
係
で
な
く
、
中
長
期
的
な
信
頼
関

係
を
つ
く
る
こ
と
、
話
の
内
容
と
非
言
語

情
報
を
一
致
さ
せ
る（
情
報
伝
達
は
非
言

語
：
言
語
＝
97
％
：
3
％
：
メ
ラ
ビ
ア

ン
の
法
則
）こ
と
で
真
意
が
伝
わ
り
や
す
い

こ
と
、
相
手
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
期
待
を
す
る

こ
と
で
、
自
分
が
期
待
し
た
通
り
に
相
手

は
成
長
し
て
い
く
こ
と（
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
効

果
）、
チ
ー
ム
が
何
に
向
かって
い
る
の
か
明

確
に
す
る
と
いい
方
向
に
成
長
し
て
い
く
こ

と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
下
関
係
が
あ
って
も
対
等
に

話
を
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
非
言

語
情
報
に
気
を
つ
け
る
」「
笑
顔
を
心
が
け

る
」「
自
己
開
示
を
す
る（
周
囲
が
分
か
る
）」

「
サ
ラ
ッ
と
弱
音
を
吐
く（
く
ど
く
ど
で
は

な
い
）」「
自
己
責
任
に
も
サ
ラ
ッ
と
触
れ
て

お
く
こ
と
」と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に「
職
場
の
空
気
を
つ
く
る
の
は
所

長
！　

あ
な
た
で
す
！
」「
所
長
は
シ
ャン
パ

ン
タ
ワ
ー
の
てっぺ
ん
！（
自
然
と
下
に
空
気

が
流
れ
る
）」と
述
べ
ら
れ
、
所
長
は
歯
を

食
い
し
ばって
で
も
、いつで
も
ご
機
嫌
で
！

誰
よ
り
も
休
ん
で
！　

ち
ょっ
と
非
言
語

情
報
に
も
気
を
つ
け
て
！　
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・コ
ー
チ
、
ビ
ジ
ネ
ス・コ
ー
チ
を
つ
け
て
！

（
自
分
の
悩
み
を
話
す
時
間
、
話
せ
る
人

を
つ
け
る
）が
大
切
と
話
さ
れ
、
詳
細
は

https://w
w

w
.kiri3.com

を
確
認
し
て

ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

保
健
所
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

内
田
勝
彦
全
国
保
健
所
長
会
会
長
は
、

「
保
健
所
長
は
、
他
の
保
健
所
が
何
を
し

て
い
る
の
か
、
保
健
所
長
会
の
活
動
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
って
ほ
し
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、コロ
ナ
の
5
類
への
移
行
に

向
け
て
、
地
域
が
困
ら
な
い
よ
う
に
か
か

り
つ
け
医
が
最
後
ま
で
責
任
を
持
つ
こ
と
、

入
院
が
必
要
な
場
合
、
入
院
で
き
る
医
療

体
制
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
続
け
て
、「
感
染
拡
大
防
止
、
高
齢

者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応
な
ど
、
今
後

地
域
で
の
態
勢
を
十
分
話
し
合
って
ほ
し

い
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、コロ
ナ
対
応
の
検

証
の
必
要
性
につい
て
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

総
合
討
論

参
加
者
か
ら
の
質
問（
健
康
危
機
対
処

計
画
、
復
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
幸
福
度
の
脳
の

影
響
、
非
言
語
情
報
、
公
務
員
の
過
重

労
働
、
疲
弊
時
の
業
務
が
非
効
率
で
あ
る

こ
と
、
保
健
師
等
の
増
員
が
未
実
施
自
治

体
への
働
き
掛
け
）に
つい
て
五
十
嵐
先
生
、

立
石
先
生
、
本
間
先
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に

研
修
会
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
回
答
１
７
１
名（
参
加
予
定
２
６
０
名

超
え
、
参
加
者
２
０
１
名
う
ち
会
員

１
５
８
名
、
会
員
外
43
名
）の
う
ち
、
五
十

嵐
先
生
、
立
石
先
生
、
本
間
先
生
の
各
講

演
、内
田
会
長
の
発
言
、総
合
討
論
で「
参

考
に
な
っ
た
」と
回
答
し
た
割
合
は
、
各

85
％
、
95
％
、
92
％
、
87
％
、
89
％
で
し
た
。

自
治
体
に
よって
は
コミュニケ
ー
ション
研
修

や
メ
ン
タ
ルヘル
ス
研
修
が
あ
り
、「
再
確
認

で
き
た
」と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
、「
初
め

て
聞
い
た
」と
いった
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
危
機
管
理
対
処
計
画
の

策
定
や
、
各
所
属
で
の
働
き
や
す
さ
を
ど

う
す
る
の
か
、
職
員
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー
ショ

ン
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
振
り
返

り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
い
う
感

想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
総
合
討
論
の

時
間
が
短
い
」と
い
う
意
見
も
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
所
長
対
象
の
研
修
内
容
の

難
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で
、

疲
弊
し
て
い
る
所
長
が
元
気
に
な
り
、
働

き
や
す
い
職
場
で
職
員
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
が
活
発
に
な
り
、
生
産
性
が
高
く
な

る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
社
会
医
学
系
専
門
医
指
導

医
講
習
会
で
は
、
専
攻
医
か
ら
専
門
医
と

なった
医
師
と
そ
の
指
導
医
の
話
が
あ
り
、

今
後
専
攻
医
を
指
導
す
る
の
に
大
変
良
い

内
容
の
講
習
会
で
あった
と
感
じ
ま
し
た
。

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り

令
和
４
年
度
全
国
保
健
所
長
会

研
修
会
報
告
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里


